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10/1～6 アート東 
10/8～13 アートわかば 
10/9 大人が楽しむ秋の語りの会 
10/15 おとなだってかみしばい観たく

ない？ 

10/19・20  いけばな展 
10/26・27 図書館まつり 

11/3～10 鶴美展 
11/19～24 写楽会 
11/22 文学講座 
11/28 モクレンの会 

分室 MON TUE WED THU FRI SAT SUN 

東 休 休 〇 休 〇 〇 〇 

西 休 休 〇 〇 休 〇 〇 

南 休 休 〇 休 〇 〇 〇 

北 休 〇 休 休 〇 〇 〇 

富士見 休 〇 休 〇 休 〇 〇 

大橋 休 〇 休 〇 休 〇 〇 

 

分室カレンダー 

※10/11(金)北分室  全館清掃のため休館します 

※10/29(火)大橋分室 全館清掃のため休館します 

※11/13(水)西分室  電気設備工事のため休館します 

中央カレンダー 

 

Topic 
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MON TUE WED THU FRI SAT SUN 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30  

       

鶴ヶ島市立図書館 ▲ホームページ 

X：@ t_roncyan 

Facebook：@tsurugashimalibrary 

◆図書館ホームページ  

https://www.tsurugashima-

lib.jp/ 

※右の QRコードからもご利用

いただけます。 

鶴ヶ島市立図書館公式 SNS 

切り絵/渡辺 洋子さん 

◆中央図書館 

〒350-2223  

鶴ヶ島市高倉 1247-1 

049-271-3001 

火～日曜日 

午前 9時～午後 7時 

※月曜日が祝日にあたる 

場合は開館 

◆若葉駅前カウンター 

〒350-2201  

若葉ウォーク 1階 

若葉駅前出張所内 

月～日曜日 

午前 9時～午後 9時 

Information 

 

8年ぶりの開催となった脚折雨乞。当日

は 37度を超す猛暑の中でしたが、沿道

は多くの見物客で賑わっていました。 

白鬚神社を厳かに出発した龍神が脚折

を練り回って、最後には雷電池で激しく

昇天する龍神渡御は非常に見応えがあ

りました。 

また 4年後の開催が待ち遠しいです。 

図書館まつり実行委員会より 

2024/8/4 

 

●イベント・展示会 

https://twitter.com/t_roncyan
https://www.tsurugashima-lib.jp/
https://www.tsurugashima-lib.jp/


 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント活動報告 
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AIが人間を凌駕する、そんな未来で AIは人を「幸せ」に

できるのか? AIの歴史、基礎知識から、AIで変貌する仕

事、AIと人間の未来までを、豊富なカラー図版とともに

解説する。 

インフォビジュアル研究所／著 

『図解でわかる 14歳から考える AIの未来と私たち』 

『かぼちゃぞろぞろ』 

乾 栄里子／作 

川原 瑞丸／絵 

ひさかたチャイルド 2024.8 

請求記号：Ｅ 

おじいさんが「もう、かぼちゃは飽きた」と言うのを聞いた、

かぼちゃ畑のかぼちゃたち。自分たちのことを喜んでくれる、

かぼちゃ好きを探す旅に出ますが…。おばけやハロウィーン

が好きな子にぴったりの楽しい、おいしい物語。 

『フェルトで作る、おままごとの布絵本』 

アップルミンツ 日本ヴォーグ社 2024.9 

請求記号：594フ  

su 魚釣りや畑仕事、クッキング、クレープ屋さんにドーナツ

屋さん、レストランのコックさん…。おままごとができる、

フェルト製布絵本を紹介。実物大の型紙を掲載し、型紙の

作り方や縫い方も詳しく解説。 

内容紹介文は TOOLi より引用 

 
鶴

ヶ

島

風

土

記 

二 

脚
折
才さ

い

道
木

ど

ぎ

十
字
路 

脚
折
の
鶴
ヶ
島
第
一
小
の
そ
ば
に

「
脚
折
才
道
木
」
と
い
う
交
差
点
が
あ

り
ま
す
。
『
入
間
郡
誌
』
で
才
道
木
に

つ
い
て
紐
解
い
て
み
る
と 

「
道
祖
土
来 

越
生
坂
戸
両
街
道
の

合
す
る
所
に
近
く
、
小
塚
あ
り
。
昔

正
月
十
五
日
脚
折
中
の
門
松
飾
等
を

集
め
此
所
に
て
之
を
焚
し
、
塞
祈
を

祭
れ
り
と
云
ふ
。
俗
に
之
を
ド
ン
ド

焼
と
云
ふ
。
即
才
道
木
し
て
塞
土
来

又
は
道
祖
土
来
な
ら
ん
と
云
ふ
。」 

と
あ
り
、
村
境
に
あ
っ
て
外
部
か
ら

侵
入
す
る
疫
病
や
悪
霊
を
防
ぐ
道
祖

神(

塞さ
い

の
神か

み)

を
祀
っ
た
こ
と
に
関
係

す
る
地
名
の
よ
う
で
す
。
ま
た
「
道
祖

土
岐
」
の
よ
う
に
、
分
岐
点
を
意
味
し

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
才
道
木
は
、
鶴
ヶ
島
を
南
北

に
貫
く
日
光
街
道
と
、
東
西
に
貫
く

川
越
越
生
県
道
の
交
点
に
あ
り
、
近

代
鶴
ヶ
島
村
の
中
心
と
し
て
、
役
場

や
小
学
校
が
建
て
ら
れ
、
村
内
で
最

初
の
郵
便
局(

鶴
ヶ
島
郵
便
局)

も
こ

の
場
所
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。 

大
正
時
代
に
は
、
越
生
と
川
越
を

結
ぶ
乗
合
馬
車(

通
称
テ
ト
馬
車)

の

駅
が
あ
り
、
馬
を
交
替
さ
せ
て
、
御
者

が
休
憩
す
る
馬
方
宿
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
し
た
。
越
生
道
が
飯
盛
川
を

渡
っ
て
く
る
今
の
保
健
セ
ン
タ
ー
付

近
は
、
才
道
木
の
坂
と
い
い
、
馬
車
の

難
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
坂

を
上
り
詰
め
て
び
っ
し
ょ
り
と
汗
を

か
い
た
馬
に
、
麬す

ま

湯ゆ

※

を
飲
ま
せ
て
休

ま
せ
た
そ
う
で
す
。 

鶴
ヶ
島
村
の
数
少
な
い
交
通
機
関

と
し
て
、
村
役
場
の
公
金
輸
送
な
ど

に
も
重
宝
さ
れ
た
テ
ト
馬
車
で
し
た

が
、
東
上
線
の
開
通
や
鶴
ヶ
島
駅
の

開
業(

昭
和
七
年)

な
ど
、
近
代
的
な

交
通
機
関
の
登
場
に
よ
り
姿
を
消

し
、
才
道
木
も
ま
た
村
の
中
心
と
し

て
の
役
割
を
終
え
て
い
き
ま
し
た
。 

時
代
は
移
り
変
わ
り
、
今
は
小
さ

な
交
差
点
で
す
が
、
往
時
の
街
道
筋

の
面
影
と
馬
の
息
遣
い
を
偲
ば
せ

る
、
歴
史
の
十
字
路
で
す
。 (

市
之
瀬) 

参考文献 

『ふるさと鶴ヶ島』 高篠喜一編  
昭和５６年 

『鶴ヶ島町史  文化・地誌編』 
鶴ケ島町史編さん室編  
昭和６３年 

『入間郡誌』 安部立郎編  
大正２年 

越
生
道
才
道
木
の
坂
（
令
和
六
年
六
月
撮
影
） 

 

道
標
と
脚
折
才
道
木
交
差
点 

(
令
和
六
年
六
月
撮
影) 

 

※
小
麦
を
挽
い
た
際
に
粉
に
な
ら
な
い 

表
皮
の
く
ず
を
湯
に
混
ぜ
た
も
の
。 

鶴ヶ島風土記 

太田出版 2024.9 

請求記号：007.1ズ 
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Pickup 

 
大橋分室を紹介します！ 


